
公
共
図
書
館
（
以
下、
本
文
で
は
「
図
杏
館」
と
い
う）

は、

地
域

の
人
々
が
最
も
よ
く
利
用
す
る
公
共
施
設
で、

現
在、

益地
域
を
支

え
る
図
杏
館ク
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る。

特
に、

生
活
や
仕
事
に
関
し
て、

学
習
し
た
い
こ
と、

調
べ
た
い

こ
と
が
あ
る
人
に
は
大
変
便
利
で、

節
者
も
区
立
図
牲
館、

都
立
図

杏
館
を
利
用
し
て
実
感
し
て
い
る。
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
整
備
水

準
は
異
な
る
が、

図
杏
館
へ
行
け
ば、

あ
る
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る。

利
用
者
の
多
く
は
図
書
館
を
上
手
に
活
用
し

て
お
り、
実
用
杏
が
多
く
利
用
さ
れ、
専
門
杏
も
利
用
さ
れ
て
い
る。

公
共
図
書
館
の
二
つ
の
利
用
目
的

み

な

い

ひ

で

さ

薬

袋

秀

樹
（
筑
波
大
学
名
脊
教
授．

胃）

無
料
の
た
め
気
軽
に
利
用
で
き、

社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

役
割
も
呆
た
し
て
い
る。

他
方
で、

図
書
館
で
は
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る。
そ
れ
ら
を

理
解
す
る
た
め
に、

図
紺
館
の
根
本
的
な
問
題
を
指
摘
し
た
い。

そ

れ
は、

図
杏
館
に
は
二
つ
の
利
用
目
的
が
あ
る
こ
と
で
あ
る。

あ
る
地
方
自
治
体
の
管
理
職
は
「
図
杏
館
長
に
な
る
前
は、

図
柑

館
は、

小
説
や
科
理
の
本
が
借
り
ら
れ
る
所
で、

本
を
並
べ
て
貸
し

て
い
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
た
が、

図
密
館
長
に
な
っ
て
か
ら、

図

世
館
の
魯
架
を
端
か
ら
端
ま
で
見
た
ら、

意
外
に
専
門
行
が
多
く、

社
会
人
が
生
活
や
仕
事
に
活
用
で
き
そ
う
な
の
で、

そ
の
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
思
っ
た」
と
語
っ
て
い
る。

こ
の
発
言
に
二
つ
の
目
的
が
表
れ
て
い
る。
図
柑
館
の
利
用
目
的

日
本
の
公
共
図
書
館
の
現
在
と
未
来

明
日
の
社
会
の
発
展
へ

向
け
て

特
集
●
公
共
図
書
館
を
考
え
る

誓
�
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を
単
純
化
し
て、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
と、
産
生
活
や
仕
事
に
関
す

る
学
習
や
調
査
の
た
め
の
利
用々

と

函
蛮示
小
説
等
の
利
用々

に
分

か
れ
る。

両
方
必
要
で
あ
る
が、
両
者
の
パ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て、
図
書
館
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る。

娯
楽
の
た
め
の
利
用
を
重
視
す
る
と、

函
菜不
小
説
が
目
立
つ
図
書

館々

と
な
り、

両
者
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
と、
品
娯
楽
小
説
が

目
立
た
な
い
図
書
館ク

と
な
る。

た
だ
し、
ヶ
娯
楽
小
説
が
目
立
つ

図
書
館々

で
も、

そ
れ
以
外
の
部
分
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は

な
い
た
め、
虚
学
習
や
調
査
の
た
め
ク

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る。

他
方、

図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人
々
に
は、

地
方
自
治

体
の
政
策
決
定
に
か
か
わ
る
人
々
も
含
め
て、

図
書
館
を
「
も
っ
ば

ら
小
説
が
借
り
ら
れ
て
い
る
」
と
見
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
人
々
は、

図
書
館
を
学
習
や
調
査
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

と
は
少
な
く、

図
書
館
を
重
視
す
る
こ
と
も
少
な
い
だ
ろ
う。

こ
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
日
本
の
図
書
館
の
発
展
を
妨
げ
て
い
る。

多
く
の
図
密
館
に
は
i

生
活
や
仕
事
に
関
す
る
学
習
や
調
査々

に

役
立
つ
力
は
あ
る
の
だ
が、

こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て、

学

習
や
調
査
の
た
め
の
利
用
が
少
な
く
な
っ
て
お
り、

そ
れ
が
図
書
館

の
評
価
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

日
本
の
図
書
館
で
は
伝
統
的
に
小
説
が
注
目
さ
れ
て
き
た。
一

九

五
0
年
代
の
図
書
館
で
は、

不
読
者
層
へ
の
読
書
普
及
の
観
点
か
ら

娯
楽
小
説
が
収
集
さ
れ、
一

九
六
〇
＼
七
0
年
代
の
小
規
模
な
図
書

館
で
は
小
説
が
目
立
っ
て
い
た。
一

九
九
0
年
代
に
は
娯
楽
小
説
の

複
本
を
多
数
購
入
す
る
考
え
方
が
提
唱
さ
れ、
一

部
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た。

現
在
で
も、

目
立
つ
場
所
に
大
最
の
小
説
が
置
か
れ
て

い
る
図
書
館
が
見
ら
れ
る。
「
も
っ
ば
ら
小
説
が
借
り
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
ら
の
反
映
で
あ
ろ
う。

占
娯
楽
小
説
が
目
立
つ
図
書
館々

で
は、

娯
楽
小
説
の
利
用
者
が

増
え
る。

そ
の
後、

コ
ミ
ッ
ク
や
D
V
D
も
収
集
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め、
一

部
の
図
書
館
で
は
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た。

こ
の
傾
向
は
図
書
館
の
評
価
方
法
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る。

貸
出
点
数
を
中
心
に
評
価
す
る
と、

娯
楽
小
説
の
多
い
図
書
館
の
数

値
が
高
く
な
る
た
め、

評
価
方
法
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る。

図
書
館
で
は、

二
つ
の
利
用
目
的
を
区
別
し
た
上
で、

両
者
の
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し、

サ
ー
ビ
ス
の
評
価
も
区
別
し
て
行
う
必
要
が
あ

る。
品
楽
し
い
読
書
が
で
き
る
だ
け
で
よ
い
グ

と
い
う
考
え
方
も
あ

り
得
る
が、

筆
者
は、

今
後
の
日
本
社
会
の
発
展
の
た
め
に
は、

社

会
人
の
五
学
習
や
調
査
の
た
め
ク

の
利
用
が
重
要
と
考
え
て
い
る。

し
た
が
っ
て、

今、

日
本
の
図
書
館
に
つ
い
て
最
も
必
要
な
こ
と
は、

ょ
市
民
に、

図
書
館
は
生
活
や
仕
事
に
関
す
る
学
習
や
調
査
に
役
に

立
つ
場
所
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ、
利
用
を
勧
め
る
こ
と々

で
あ
り、

図
書
館
関
係
者
は
そ
れ
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る。

一

公
共
図
書
館
の
環
境
と
現
状

―

図
書
館
を
取
り
巻
く
現
境
と
し
て
は、

経
済
の
低
成
長、

人
口
の
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少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
社
会
福
祉
予
算
の
増
大

等
が
予
想
さ
れ
る。

二
0一
七
年
四
月
現
在
の
全
国
の
図
書
館
数
は一＿＿
二
七
三
館
で、

都
道
府
県
立
図
書
館
の
設
置
率
は
一
0
0
%、

市
区
立
図
書
館
の
設

置
率
は
九
九
％、

町
村
立
図
書
館
の
設
置
率
は
五
六
％
で
あ
る。

市

の
ほ
と
ん
ど
と
町
村
の
約
半
数
に
図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る。
ニ

0一
六
年
度
の
国
民一
人
当
た
り
の
個
人
貸
出
数
は
約
五
•
四
点
で

あ
る。

図
書
館
数
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
が、

資
料
喪
と

専
任
職
員
数
は
一
九
九
0
年
代
末
か
ら
大
幅
な
減
少
傾
向
に
あ
り、

こ
の
点
に
関
す
る
議
論
が
必
要
で
あ
る。

個
人
貸
出
数
は
二
0
1
0

年
が
ピ
ー
ク
で、

そ
れ
以
後
減
少
傾
向
に
あ
る
（「
日
本
の
図
苔
館』

二
0一
七
年
版、
日
本
図
害
館
協
会）。

図
書
館
の
先
進
国
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で、

人
ロ一
0
万
人
当
た
り

の
図
書
館
数
と
一
人
当
た
り
の
貸
出
数
を
比
較
す
る
と、

図
書
館
数

は、

ア
メ
リ
カ
（
二
0ー
四
年）

が
五
•
四、

日
本
（
二
0一
五
年）

が
ニ
・
六、

貸
出
数
は、

ア
メ
リ
カ
が
六・
八、

日
本
が
五・
五
で、

人
口
当
た
り
の
日
本
の
図
書
館
数
は
ア
メ
リ
カ
の
約
半
分
で
あ
る

が、

貸
出
数
は
約
八
割
で
あ
る
("
!FL
A
Libr
ary
 Map
 of
 the
 

World"
、
総
理
府
統
計
局
「
世
界
の
統
計
二
0一
七
」）。

図
書
館
数
が

少
な
い
割
に
貸
出
数
が
多
い。
こ
れ
は、

小
規
模
な
図
書
館
が
少
な

い
こ
と、
貸
出
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る。

他
方、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
点
で
は、

専
門
書
の
選
択·
収

集
が
減
少
し
て
い
る
こ
と、

専
門
職
員
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
態
勢
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多

、

。図
書
館
数
は
や
や
少
な
い
が、

全
体
と
し
て、

か
な
り
の
程
度
整

備
さ
れ
て
い
る
た
め、品
学
習
や
調
査
の
た
め
の
利
用々
を
進
め
れ
ば、

そ
の
効
果
は
大
き
い
は
ず
で
あ
り、

そ
の
サ
ー
ピ
ス
が
社
会
に
評
価

さ
れ
れ
ば、

図
書
館
の
評
価
も
向
上
す
る
だ
ろ
う。

公
共
図
書
館
に
関
す
る
国
の
制
度
・

政
策

一

図
書
館
活
動
の
基
盤
と
な
る
の
は、
国
の
図
書
館
に
関
す
る
制
度・

政
策
で
あ
る。

囲
書
館
に
つ
い
て
は
図
書
館
法
等
の
法
規
で
定
め
て

い
る。

図
書
館
法
は
社
会
教
育
法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り、

社
会
教
育
法
で
は、

図
書
館
は
社
会
教
育
の
た
め
の
機
関
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
る。

図
書
館
法
で
は、

図
書
館
の
定
義、

サ
ー
ビ
ス、

職
員
（
資
格・

養
成・
研
修）、

望
ま
し
い
基
準、

評
価
と
情
報
の
提
供、

図
書
館
協

議
会、

無
料
制、

国
の
図
書
館
行
政、

私
立
図
書
館
等
に
つ
い
て
定

め
て
い
る。

図
書
館
の
目
的
と
し
て、

教
養、

調
査
研
究、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ、
二
番
目
が
調
査
研
究
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
法
律
で
は、

図
書
館
に
よ
る
住
民
の
学
習
や
調
査
研
究

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
定
め
て
お
り、
こ
の
こ
と
を
十
分
認
識
す

る
必
要
が
あ
る。
こ
の
ほ
か、

文
字・
活
字
文
化
振
興
法
が
図
書
館

の
振
興
と
充
実
に
つ
い
て
定
め
て
い
る。
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二
0
0
六
年
に、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
に
設
置
さ
れ
た、

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
は
「
こ
れ
か
ら
の

図
書
館
像
ー
地
域
を
支
え
る
情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
ー
（
報
告）
」

を
発
表
し
て
い
る。

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て、

地
域
の
課

題
解
決
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し、

行
政、

学
校
教
育、

子

育
て、

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
支
援、

法
律
・

医
療
情
報
の
提
供
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
挙
げ、
大
き
な
影
響
を
与
え
た。

二
0
0
0
年
代
以
降、

多
く
の
図
書
館
で
地
域
の
課
題
解
決
や
人
々
の
活
動
を
支
援
す
る
サ

ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る。

こ
れ
は
産
生
活
や
仕
事
に
関
す
る

学
習
や
調
査々

の
た
め
の
利
用
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る。

こ
れ
ら
を
受
け
て、

二
0
―

二
年
に、

図
書
館
の
在
り
方
を
詳
し

く
定
め
た
「
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準」
（
文

部
科
学
大
臣
告
示）

が
公
示
さ
れ、

新
た
に
図
書
館
の
評
価
の
改
善

や
地
域
の
課
題
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
定
め
て
い
る。

た
だ

し、

評
価
手
法
の
開
発
は
民
間
に
委
ね
て
お
り、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
評
価
す
る
た
め
の
手
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず、

図
書
館
法
を

含
む
社
会
教
育
関
係
の
法
規
で
は、

国
や
都
道
府
県
の
権
限
は
抑
制

さ
れ
て
お
り、

図
書
館
法、
「
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま

し
い
基
準」

と
も、

強
制
力
が
な
く、

数
値
目
標
も
示
し
て
お
ら
ず、

各
図
書
館
に
対
し
て
努
力
目
標
を
示
す
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る。

そ
れ
を
ど
の
程
度
実
現
す
る
か、

ど
の
よ
う
な
数
値
目
標
を
定
め
る

か
は、

各
図
書
館
の
判
断
に
か
か
っ
て
い
る。

し
た
が
っ
て、

図
書
館
を
振
興
す
る
に
は、

地
域
の
人
々
や
図
書

館
利
用
者
に
よ
る
自
主
的
な
議
論
や
地
方
自
治
体
へ
の
租
極
的
な
働

き
か
け
が
不
可
欠
で
あ
る。

一

公
共
図
書
館
に
関
す
る
三
つ
の
ニ
ュ
ー
ス

一

最
近
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事

項
は
こ
れ
以
外
の
出
来
事
が
多
い
。

例
え
ば、

指
定
管
理
者
等
に
よ

る
新
し
い
運
営
方
法、

図
書
館
職
員
の
労
働
条
件
の
悪
化、

図
書
館

と
文
芸
出
版
社
・

作
家
と
の
関
係
等
が
あ
る。

第
一

は、

指
定
管
理
者
等
に
よ
る
新
し
い
運
営
方
法
で
あ
る。

こ

れ
は、
公
共
施
設
の
運
営
を
民
間
企
業
や
N
P
0
に
委
ね
る
手
法
で、

図
書
館
に
も
適
用
さ
れ、

柔
軟
な
運
営
が
期
待
さ
れ
て
お
り、

図
書

館
と
書
店
と
カ
フ
ェ
を
組
み
合
わ
せ
た
施
設
の
運
営
方
法、

体
操
教

室
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
事
業
等
が
注
目
さ
れ
て
い
る。

多
数
の

職
員
を
確
保
し、

図
書
館
間
で
の
人
事
異
動
を
行
い、

若
手
を
抜
擢

し
て
い
る
企
業
も
あ
る。

図
書
館
へ
の
導
入
比
率
は
ま
だ
十
数
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
が、

徐
々
に
増
加
し
て
い
る。

主
に
来
館
者
が
増
え

た
点
で
評
価
さ
れ
て
い
る
が、

こ
れ
に
は
新
館
開
館
に
よ
る
効
果
や

図
書
館
以
外
の
利
用
者
も
含
ま
れ
て
い
る。

図
書
の
選
択
や
施
設
運

営
に
お
け
る
継
続
性、

安
定
性
等
の
多
く
の
点
で
批
判
が
あ
り、

反

対
運
動
も
起
き
て
い
る。

第
二
は、

図
書
館
職
員
の
労
働
条
件
の
悪
化
で
あ
る。

こ
れ
は、
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図
書
館
に
限
ら
ず、
民
間
企
業
や
地
方
自
治
体
全
体
の
傾
向
で
あ
る。

図
書
館
で
は
正
規
職
貝
が
削
減
さ
れ、

指
定
管
理
者
で
は
有
期
雇
用

の
職
員、

直
営
で
は
嘱
託
や
臨
時
職
員
等
の
非
正
規
職
員
が
増
加
し

て
お
り、

そ
の
雇
用
形
態
と
低
賃
金
が
地
方
自
治
体
に
お
け
る
不
安

定
雇
用
と
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る。

職
員
側
の

意
見
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
が、

雇
用
す
る
側
の
意
見
は
少
な
い
。

第
三
は、

文
芸
出
版
社
・

作
家
と
の
関
係
で
あ
る。

エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
系
小
説
を
出
版
す
る
文
芸
出
版
社
・

作
家
か
ら
「
推
理
小

説
等
の
エ
ン
タ
メ
系
小
説
の
貸
出
が
書
店
の
売
り
上
げ
を
妨
げ、

文

芸
出
版
社
の
経
営
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
」

こ
と
が
指
摘
さ
れ、

図

書
館
関
係
者
と
約
二
0
年
間
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た。
一

部
の
図
書

館
関
係
者
は、

こ
の
指
摘
を
出
版
不
況
と
結
ぴ
付
け、
「
図
書
館
の

貸
出
の
た
め、

本
が
売
れ
な
く
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
本
一

般
に
関

す
る
主
張
と
捉
え
て
お
り、

文
芸
出
版
社
の
指
摘
を
正
し
く
捉
え
て

い
な
い
。

こ
の
指
摘
は
函
娯
楽
小
説
が
目
立
つ
図
書
館々

の
一

っ
の

帰
結
と
考
え
ら
れ
る。

こ
の
よ
う
に、

地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
の
悪
化
の
中
で
図
書
館

と
社
会
や
行
政
の
現
境
と
の
間
に
衝
突
が
生
じ
て
い
る。

図
書
館
の

利
用
者
は、

こ
れ
ら
の
事
情
を
知
る
に
つ
け、

多
か
れ
少
な
か
れ
不

安
や
疑
問
を
感
じ
て
い
る。

地
方
自
治
体
と
図
書
館
は、

利
用
者
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
説
明
し、

改
善
策
を
示
し
て
欲
し
い
。

―

―

 

ぷ
学
習
や
調
査
の
た
め
の
利
用ク

を
重
視
す
る
立
場
か
ら、

図
書

館
の
今
後
の
課
題
と
し
て、

次
の
二
点
を
提
案
し
た
い
。

ー

つ
は、

市
民
の
学
習
や
調
査
の
場
の
近
く
に
図
書
館
を
配
置
す

る
こ
と
で
あ
る。

そ
の
方
法
と
し
て、

以
前
は
図
書
館
と
公
民
館
を

併
設
す
る
例
が
あ
り、

最
近
で
は
図
書
館
と
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
等
を
併
設
す
る
例
が
あ
る。

ま
た、

地
方
自
治
体
の
様
々
な
機
関

と
連
携
・

協
力
し
て
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る。

社
会
教
育
施
設
と
し
て
は、

公
民
館
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る。

公
民
館
の
初
期
の
構
想
に
は、

図
書
館
が
公
民
館
図
書
室
を
パ
ッ
ク

ァ
ッ
プ
し、

図
書
室
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
公
民
館
の
講
座
や
学
級
に

必
要
な
資
料
を
提
供
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
が、

実
現
さ
れ
て
い
な

い
。

今、

図
書
館
は
地
域
の
課
題
解
決
支
援
に
取
り
組
み、

公
民
館

も
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る。

図
書
館

は
地
域
の
課
題
解
決
支
援
の
た
め
に
公
民
館
を
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ

き
で
あ
る。

他
の
一

っ
は、

市
民
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上
を
支
援
す
る
こ
と

で
あ
る。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
っ
て
図
書
館
利
用
は
便
利

に
な
っ
た
が、

同
時
に、

図
書
館
へ
行
か
な
く
て
も、

か
な
り
多
く

の
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た。

大
学
図
書
館
の
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
や
文
芸
書
の
「
青
空
文
庫」

の
よ
う
に、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

明
日
の
社
会
へ
向
け
て

ー
ー
市
民
の
学
習
と
情
報
活
用
能
力
の
向
上
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上
で
公
開
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
文
献
が
増
加
し
つ
つ
あ
る。

今
後、

さ
ら
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う。

他
方
で、
プ
ロ
グ
等
に
よ
る

情
報
発
信
も
普
及
し
て
い
る。

こ
れ
ら
の
利
用
に
は
情
報
活
用
能
力
が
必
要
で
あ
る
が、
こ
の
能

力
は
日
常
生
活
に
も
不
可
欠
で
あ
る。

図
書
館
は、

公
民
館
等
と
連

携
し
て、

市
民
の
情
報
活
用
能
力
の
学
習
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る。
「
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準」
で
は、
一

九
九
0
年
代
か
ら、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
「
情
報
活
用

能
力
の
向
上」
の
支
援
を
挙
げ
て
い
る。
こ
れ
を
今
後
の
図
書
館
の

重
要
な
役
割
と
す
べ
き
で
あ
る。

若
い
世
代
に
は
紙
の
資
料
の
利
用
が
少
な
く、

中
高
年
の
世
代
に

は
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
利
用
が
少
な
い
傾
向
が
あ
り、

世
代
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る。

若
い
世
代
に
紙
の

資
料
を
利
用
し
て
も
ら
う
に
は、

紙
の
資
料
を
案
内
す
る
デ
ジ
タ
ル

情
報
が
必
要
で
あ
る。

筆
者
も、

プ
ロ
グ
と
ツ
ィ
ッ
タ
ー
（「
図
書

館
の
基
礎
知
識」）
で
紙
の
資
料
を
案
内
し
て
い
る
が、

中
高
年
の
世

代
に
は、

も
っ
と
デ
ジ
タ
ル
情
報
（
プ
ロ
グ、
リ
ン
ク
集
等）
の
発
信

技
術
を
身
に
付
け
て
欲
し
い。

一

お
わ
り
に

一

日
本
で
は、

図
書
館
の
数
と
規
模
が
増
大
し、

利
便
性
が
向
上
し

て
い
る
が、

館
数
は
ま
だ
少
な
く、

利
用
者
の
広
が
り
も
十
分
で
は

な
い。

特
に
品
学
習
や
調
査
の
た
め
の
利
用々

に
つ
い
て
は、

も
っ

と
多
く
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る。

他
方、

広
く
知
ら
れ
な
い
ま
ま、

資
料
喪
と
職
員
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る。
指
定
管
理
者
制
度
や
図

書
館
職
員
の
労
働
条
件
の
悪
化
は、
図
書
館
固
有
の
問
題
で
は
な
く、

社
会
全
体
の
問
題
で
あ
り、

図
書
館
は
従
来
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
社

会
の
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
る。

図
書
館
関
係
者
は、

社
会
や
行
政
に
対
し
て、
こ
れ
ら
の
問
題
に

関
す
る
意
見
や
要
望
を
述
べ
て
い
る
が、

利
用
者
・
市
民
や
行
政
関

係
者
や
文
芸
出
版
社
・
作
家
と
の
間
で
十
分
な
議
論
や
対
話
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い。

市
民
に
対
す
る
広
報
は
決
定
的
に

不
足
し
て
お
り、

意
見
の
裏
付
け
と
な
る
資
料
や
議
論
も
不
十
分
で

あ
る。

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く、

詳
し
い
議
論
が
必
要
で
あ
る。

図
書
館
が
直
面
す
る
課
題
と
図
書
館
関
係
者
の
対
応
能
力
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
応
す
る
に
は、

も
っ
と
多
く
の
図
書
館
関
係
者
が
参
加
し
て、

議
論
や
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る。
ま
た、
一
九
七
0
年
代
の
「
図

書
館
白
書」
の
よ
う
な
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
広
報
活
動、

図

書
館
職
員
や
利
用
者・
市
民
が
学
習
し
や
す
く
発
言
し
や
す
い
環
境

の
整
備、
品
学
習
や
調
査
の
た
め
の
利
用ク
の
意
義
の
確
認
と
利
用

の
呼
び
か
け
も
必
要
で
あ
ろ
う。
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